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議事
１．前委員会の議事録案の確認，地震工学会大会セッション開催予定(11/22午後)の報告
２．シンポジウムの開催に関する討議(2月震災対策技術展など)

  ・ 2月2日に震災対策技術展においてシンポジウムを開催することが決定された．
· シンポジウムでは，脆弱建造物の地震防災対策を推進するための技術開発・行政制度・コミュニティー活動等の環境整備について，国内外からの講演者による話題提供を行う．当初，前半後半で国内と海外の話題提供を分けるとの意見もあったが，意見交換のためにも国内外の話題提供を混ぜて行ったほうが良いとの結論に至った．

· 前半は話題提供(各15～20分）とし，後半はパネルディスカッションとする．

· 聴講者側は9割以上が日本人であることを考えると，少なくとも外国人講演者のための，日本語→英語の通訳が必要となる．シンポジウムは有料とすることも可能であるため，通訳の費用も含めて検討を行う．

· 「技術開発・行政制度・コミュニティー活動等の環境整備」という3つの観点について話題提供候補者を挙げた．今後は，これらの方針に基づき事務局側でプログラム案を作成し，全委員に打診することになった．委員からの意見を踏まえて最終的な人選を行い，話題提供者への講演依頼を行う予定である．

３．話題提供　目黒公郎委員長「パキスタン地震被害調査報告」
４．その他
　　ISDRとドイツ政府共催の災害の早期警戒についての国際会議について(松家委員代理)
